
堀光美術館

美術に関する市民の知識及び教養の向上を図るため、展示事業とそれに関連するワークショップを

開催した。

令和 年 月 日で開館 年となり、過去の企画展のポスターの展示や特別企画展「上田桑鳩展」及び

上田桑鳩についての講演会を開催した。

１ 展示事業

企画展

ア 心の情景 小林隆之 作品展

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 アクリルと日本画の混合技法。 年世界絵画大賞展で大賞受賞。

心のおもむくままに美しいと感じる情景を描き続けられた作品。展示を観る人が

心の開放になるような空間になるようにと約 点を展示。

入館者数 人

イ 三木市美術協会 日本画・書部会展

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 三木市美術協会 日本画・書部会員の作品を、大作から小品まで約 点を展示。

入館者数 人

ウ よねざわともみ展 ハンペルマンに恋をした－紐仕掛け人形の魅力－

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 三木市在住。ドイツ語で“手足をバタバタするひと”という意味を持つ紐仕掛け人

形ハンペルマンを会場いっぱいに展示。

月 日（水）吉川小学校 名がワークショップに参加。

入館者数 人

エ 手仕事・共生「ゆがふ舎」展－平井真人と「ゆがふ舎」に集う人びと作品－

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 平井正人氏（神戸市淡河出身）の型染作品（沖縄紅型含む）と、生家「ゆがふ舎」

（神戸市登録有形文化財）の古民家復元に各地から集う人々の写真、絵画、陶、染・

織、民具造形などの作品及び作品記録の展示。「ゆがふ舎」に集う仲間 人（沖縄

県 人、兵庫県 名、その他（東京都、長崎県など） 名）の作品も含めて約

点を展示。

入館者数 人

オ 第 回アート・ティーン公募展

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 若い世代が自分の表現と真剣に向き合い、真剣に取り組む経験を、かけがえのない

宝物として公募展を開催。絵画と木彫の 部門で審査された入賞・入選作品を展示。

応募点数 点 展示 点（入賞 点、入選 点）

表彰式 月 日（日）

入館者数 人

カ 木彫と流木オブジェ福本孝昭－ 年の軌跡展－

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 海岸で偶然手にした流木の色合いとフォルムに魅了され、組み合わせることの面白

さ、彫刻する楽しさを表現した作品約 点を展示。

入館者数 人

キ 堀光美術館開館 周年記念特別企画 郷土の書家 上田桑鳩展～上田家寄贈作品から～

会 期 前期 月 日～ 月 日

後期 月 日〜 月 日

展示内容 上田桑鳩氏の孫、上田啓之氏から寄贈のあった作品を広く市内外の方に公開し、上
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田桑鳩氏の書の魅力を広めるため、堀光美術館開館 周年記念特別企画として開

催。さまざまな年代の作品、縦 ㎝× ㎝の屏風や書だけでなく果物の絵を一

緒に描かれた額、アトリエの自筆看板、愛用されていた筆など貴重な作品、物品を

前期・後期に分けて展示。

特別講演会 月 日（日） 「桑鳩先生の人と書」 飛雲会会長 牛丸好一氏

参加者数 人

ミニ後援会 月 日（日） 「桑鳩先生とみなぎの書道展」 森川和謙氏

「桑鳩先生ときらきら書道」 藤原常貴氏

参加者数 人

入館者数 前期： 人 後期： 人

ク 第 回 グループしぶがき展

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 年に形成された地元の作家が集まった、グループしぶがきの会員による一年間

の創作活動の作品を展示。絵画、写真、書、工芸 約 ～ 点

階は、メンバーの坂本文氏の日本画展

入館者数 人

ケ 木版と洋画を楽しむ二人展

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 三木市美術協会洋画部 木版の森口朝光氏と洋画の片山康絵氏の二人展。旅先での

感動した風景をそのまま作品にせず、色数少なく、版木少なく、引き算版画によっ

て表現された木版と、洋画一筋の作家の思いから、更に進化し続ける作品を展示。

木版製作体験ワークショップ 日、 日、 日～ 日、 日～ 日

入館者数 人

コ いそのゆか展－優心－指先から溢れる

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 明石在住の作家。作品展、イベント、テレビ・ラジオ他多方面で活躍。黒板に鮮や

かなチョークで描くチョークアートは、目を奪われるような美しいコントラスト、

グラデーション、視覚的なインパクトがありながらも、温もりのある優しい質感が

表現できる。チョークアートの魅力を最大限に引き出した作品約 点を展示。

入館者数 人

サ 山田貴裕展

会 期 月 日～ 月 日

展示内容 神戸在住の画家。翻訳家でもあり、数々の個展やグループ展、アートイベントに出

品する人気作家。動物をテーマに、主に猫の白黒ペン画を描く。対象の温かみ、い

きいきとした様子を表現した作品。紙にペン、ウッドパネルにマジックで描いた大

小約 点を展示。

入館者数 人

２ 施設管理

施設の維持管理のため、下記の修繕を行った。

実施日 内容

月 日 階展示室系統冷温水ポンプ修理
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３ 月別入館者数

月 月 月 月 月 月 月 月

来館者数（人）

開館日数（日）

月 月 月 月 月 月 合 計

来館者数（人）

開館日数（日）

４ 美術館協議会

美術館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べるため、美術館協

議会を設置している。令和 年度の開催状況は下記のとおり。

開催日 内容 実施場所

月 日

令和 年度第 回美術館協議会

報告事項

令和 年度 入館者状況

令和 年度 美術館事業の現況

協議事項

令和 年度 後期展示事業活動計画（案）

令和 年度 展示事業計画について

その他

みき歴史資料館

階講座室

月 日

令和 年度 第 回美術館協議会

報告事項

令和 年度 上半期実施事業状況

令和 年度 下半期実施事業計画

協議事項

令和 年度 展示事業計画（案）

美術館事業今後の方向について

その他

みき歴史資料館

階講座室
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